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詳
細
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■問 
農
政
課
振
興
班
（
緯
内
線
3
7

5
）。

平
成
　
年
産
米
の
放
射
性
物
質

28

　
の
検
査
結
果
は
「
検
出
せ
ず
」

　
市
で
は
米
の
安
全
性
・
円
滑
な
流

通
に
資
す
る
た
め
、
市
内
の
水
田
で

収
穫
さ
れ
た
米
の
放
射
性
物
質
検
査

を
行
い
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
基
準
値
以
下
（
検
出
せ

ず
）
で
あ
り
、
安
全
性
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
農
家
の
み
な
さ
ん
は

安
心
し
て
出
荷

で
き
ま
す
。

　
消
費
者
の
み

な
さ
ん
も
安
心

し
て
ご
購
入
く

だ
さ
い
。

■問 
農
政
課
（
緯
内
線
3
7
2
）。

■問 
建
築
指
導
課
住
宅
班
（
緯
内
線
7

7
6
）。

マ
ン
シ
ョ
ン
の
適
正
な
管
理
を

　
　
　
　
　
　
　
支
援
し
ま
す

　
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
で
お
困
り
の

み
な
さ
ん
、
専
門
家
に
相
談
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

■内 
管
理
組
合
の
運
営
・
管
理
規
約
な

ど
の
相
談
、
管
理
状
況
の
簡
易
自
己

診
断
と
改
善
事
項
の
助
言
、
出
前
講

座
な
ど
。

■対 
市
内
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
区
分

所
有
者
で
構
成
す
る
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
組
合
の
代
表
者
。

■費 
無
料
。

■申 
　
月
　
日
我
（
消
印
有
効
）
ま
で

11

30

に
所
定
の
様
式
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
様
式
希
望
者
は

F
A
X
で
左
記
ま
で
請
求
）
に
必
要

事
項
を
記
入
し
左
記
ま
で
郵
送
ま
た

は
持
参
。

■問 
建
築
指
導
課
住
宅
班
（
緯
内
線
7

7
6
）。

台
風
9
号
の
被
害
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
農
業
対
策
資
金

　
8
月
の
台
風
9
号
に
よ
る
農
業
被

害
に
つ
い
て
、
低
利
な
融
資
が
受
け

ら
れ
る
千
葉
県
農
業
災
害
対
策
資
金

が
発
動
さ
れ
ま
し
た
。

耐
震
無
料
相
談
会

　
住
宅
や
建
築
物
の
耐
震
化
を
推
進

す
る
た
め
、　
千
葉
県
建
築
士
会
や

（一社）

　
千
葉
県
建
築
士
事
務
所
協
会
と
連

（公社）携
し
、
耐
震
相
談
を
行
い
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
後
2
時
～
。

11

13

※
1
件
に
つ
き
　
分
～
1
時
間
程
度
。

30

■場 
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
ん
ば
。

■内 
住
宅
・
建
築
物
の
耐
震
診
断
・
耐

震
設
計
・
耐
震
改
修
に
関
す
る
こ
と
。

■対 
市
内
に
建
つ
住
宅
・
建
築
物
の
所

有
者
・
管
理
者
ま
た
は
そ
の
委
任
を

受
け
た
人
。

■定 
6
件
。

■他 
特
殊
構
造
・
大
規
模
の
建
築
物
は

相
談
員
の
手
配
が
で
き
る
場
合
に
限

り
ま
す
。
相
談
に
は
図
面
な
ど
が
必

要
で
す
。

■申 
事
前
に
左
記
ま
で
（
先
着
順
）。

※
特
殊
構
造
・
大
規
模
の
建
築
物
は

2
週
間
前
ま
で
に
。

捨
て
犬
・
捨
て
猫
な
ど
の

　
不
幸
な
動
物
を
な
く
す
た
め
に

　
　
千
葉
県
獣
医
師
会
と
　
千
葉
県

（公社）

（公財）

動
物
保
護
管
理
協
会
で
は
、
毎
年
動

物
愛
護
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
不

妊
・
去
勢
手
術
普
及
助
成
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

胸
手
術
実
施
期
間
…
　
月
　
日
俄
ま

12

26

で
。

■対 
　
千
葉
県
獣
医
師
会
の
会
員
動
物

（公社）
病
院
で
、
期
間
内
に
手
術
が
可
能
な

犬
・
猫
約
8
0
0
頭
（
抽
選
）。

【
飼
い
犬
】
今
年
度
の
狂
犬
病
予
防

注
射
が
済
み
、
登
録
さ
れ
て
い
る
手

術
が
可
能
な
犬
【
飼
い
猫
】
手
術
が

可
能
な
猫
。

※
高
齢
や
生
後
半
年
に
満
た
な
い
も

の
、
ま
た
病
気
な
ど
に
よ
り
手
術
が

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
応
募

前
に
動
物
病
院
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■費 
手
術
費
用
の
5
街
0
0
0
円
が
割

引
と
な
り
ま
す
。手
術
と
同
時
に
マ

イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
装
着
を
希
望
す
る

人
は
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
費
用
の
一
部

（
1
街
0
0
0
円
）が
助
成
さ
れ
ま
す

（
抽
選
後
、取
り
止
め
る
場
合
は
手
術

費
用
の
助
成
も
無
効
に
な
り
ま
す
）。

■申 
動
物
愛
護
週
間
9
月
　
日
峨
～
9

20

月
　
日
俄
（
消
印
有
効
）
に
所
定
の

26
応
募
は
が
き
に
、
必
要
事
項
を
記
入

し
、　
円
切
手
を
往
信
・
返
信
両
方

52

に
貼
り
、
手
術
を
希
望
す
る
千
葉
県

獣
医
師
会
の
会
員
動
物
病
院
へ
持
参

し
ゴ
ム
印
を
押
印
後
、
郵
送
で
左
記

へ
。

※
応
募
の
書
式
は
千
葉
県
獣
医
師
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）

■他 
申
し
込
み
は
1
世
帯
あ
た
り
1
通

（
1
頭
）
限
り
。
抽
選
結
果
は
　
月
10

下
旬
に
、
返
信
用
は
が
き
で
通
知
し

ま
す
。

■問 
　
千
葉
県
獣
医
師
会
（
緯
0
4
3

（公社）
―
2
3
2
―
6
9
8
0
）・
　
千
葉

（公財）

県
動
物
保
護
管
理
協
会
（
緯
0
4
3

―
2
1
4
―
7
8
1
4
）。
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食品ロスを減らそ食品ロスを減らそうう外外

■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線382）。

環
境

猿
第
　
回
「
印
西
絵
画
展
」

17

■時 
9
月
　
日
峨
～
　
月
8
日
臥
・
午

27

10

前
　
時
～
午
後
4
時
（
　
月
3
日
は

10

10

休
館
日
、
初
日
は
午
後
1
時
～
、
最

終
日
は
午
後
1
時
ま
で
）。

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館
。

■内 
日
本
画
、
洋
画
、
水
墨
画
の
作
品

発
表
。

■費 
無
料
。

■問 
藤
田
（
緯
碓46 
0
6
9
8
）。

猿
原
っ
ぱ
の
会
の
自
然
観
察
会

「
赤
ト
ン
ボ
を
さ
が
そ
う
外
」

■時 
　
月
2
日
蚊
・
午
前
9
時
　
分
～

10

30

正
午
。

■場 
白
井
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
集
合
。

噛
講
師
…
柄
澤
保
彦
氏
（
日
本
蜻
蛉

学
会
委
員
）。

■内 
ト
ン
ボ
を
中
心
に
秋
に
見
る
こ
と

の
で
き
る
昆
虫
を
観
察
し
ま
す
。

■定 
　
人
。

20
■費 
1
0
0
円
（
保
険
代
な
ど
）。

※
中
学
生
以
下
は
無
料
。

■他 
持
っ
て
い
る
人
は
虫
捕
り
網
。

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

■申 
事
前
に
左
記
へ
。

■問 
高
野
（
■携 
0
8
0
―
5
4
2
3
―

1
8
1
3
・
■メール y

m
h
arap

p
a@
y

ah
o
o
.co
.jp

）。

猿
第
7
回
コ
ス
モ
ス
ふ
れ
あ
い

ま
つ
り

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
午
後

10

16

10

3
時
。

■場 
ひ
ょ
う
た
ん
島
池
広
場
（
竹
袋
）。

■内 
模
擬
店
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

ビ
ー
チ
サ
ン
ダ
ル
飛
ば
し
大
会
。

■申 
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集
、

ビ
ー
チ
サ
ン
ダ
ル
飛
ば
し
出
場
希
望

者
は
左
記
へ
（
当
日
受
付
有
り
）。

■問 
N
P
O
エ
コ
ネ
ッ
ト
ち
ば
事
務

局
・
小
熊
（
■携 
0
9
0
―
4
6
2
8

―
3
3
5
0
・
■メール k

u
m
a-g
k
@
sh

irt.o
cn
.n
e
.jp

）。

猿
北
総
里
山
寄
席
・
金
原
亭
馬
治

落
語
会

■時 
　
月
8
日
臥
・
午
後
2
時
～
。

10
■場 
文
化
ホ
ー
ル
。

■内 
出
演
…
金
原
亭
馬
治
、
伊
藤
夢
葉

（
マ
ジ
ッ
ク
）、
桃
月
庵
ひ
し
も
ち
。

■費 
2
街
0
0
0
円
、
高
校
生
以
下
1

街
0
0
0
円
（
茶
菓
付
）。

■申 
F
A
X
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記
へ
。

■問 
馬
印
の
会
・
成
願
（
■携 
0
9
0
―

8
4
6
5
―
9
7
5
9
・
胃
碓97 
5
1

3
6
・
■メール sato

y
am
a2
5
5
-y
o
se

@
y
ah
o
o
.co
.jp

）。

猿
ふ
る
さ
と
の
昔
語
り

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
後
2
時
　
分
～
。

10

15

30

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館
。

■内 
印
西
に
伝
わ
る
民
話
を
中
心
に
昔

話
な
ど
を
語
り
ま
す
。

■定 
　
人
。

80
■費 
無
料
。

■申 
事
前
に
左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
さ
さ
の
は
会
・
篠
原
（
緯
碓42 
3
6

1
9
）。

猿
彼
岸
花
咲
く
結
縁
寺
を
歩
き

ま
し
ょ
う

■時 
9
月
　
日
華
・
午
前
9
時
　
分
～
。

22

30

■場 
結
縁
寺
横
の
青
年
館
前
集
合
。

■定 
　
人
。

20
■費 
5
0
0
円
（
参
加
費
）。

■申 
9
月
　
日
我
ま
で
に
左
記
へ
。

21

■問 
N
P
O
ラ
ー
バ
ン
千
葉
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク（
緯
碓37 
6
4
1
9
・
胃
碓42 
4
1
4
3
・

■メール in
fo
@
rc
n
-fo
ru
m
.o
rg

）。

猿
お
墓
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー

■時 
9
月
　
日
峨
・
午
前
9
時
　
分
～

27

15

午
後
0
時
　
分
。

30

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館
駐

車
場
集
合
。

■内 
印
西
霊
園
→
釈
迦
寺
→
杜
の
郷
霊

園
を
バ
ス
で
巡
り
ま
す
。

■定 
　
人
。

20
■費 
5
0
0
円
（
保
険
代
な
ど
）。

■申 
事
前
に
左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
喜
島
（
■携 
0
8
0
―
5
6
4
2
―

3
7
1
8
・
■メール e

s_k
aze
@
y
ah
o

o
.co
.jp

）。

興
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
…
　
月
　
日
　
～
　
日
　

10

11

（火）

28

（金）

　
千
葉
市
、
市
川
市
、
船
橋
市
、
流
山
市
、
八
千
代
市
、
我
孫
子
市
、
鎌
ヶ
谷

市
、
浦
安
市
、
習
志
野
市
、
市
原
市
、
柏
市
、
佐
倉
市
、
松
戸
市
、
四
街
道
市
、

野
田
市
、
印
西
市
の
近
隣
　
市
に
よ
る
「
喫
煙
マ
ナ
ー
向
上
・
ポ
イ
捨
て
防
止

16

合
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
駅
前
な
ど
で
実
施
し
ま
す
。

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
不
法
投
棄
対
策
班
（
緯
内
線
3
8
5
）。

よ
り
良
い
生
活
環
境
の
実
現
を
目
指
し
て

喫
煙
マ
ナ
ー
向
上
・
ポ
イ
捨
て
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

都
市

農
業

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

　
　
パ
ー
ト
衛

興家庭でできること
買い物には冷蔵庫の中身チェック外
　日ごろから消費期限を点検・把握し、無駄のない買い物を心がけましょう。
エコレシピ外
　野菜は捨てるところを少なくするなど、調理くずを減らしましょう。
食べきり外
　必要な量だけ調理し、残った料理は適切に保管して早めに食べましょう。
エコクッキング外
　食べきれなかったものをほかの料理に作り変えてみるなど、エコクッキング
を始めてみましょう。

興外食先でできること
食べきれる分だけ注文外
　小盛りやハーフサイズメニューなどを活用し、適量を注文しましょう。
残った料理の持ち帰り外
　残った料理は、持ち帰ることができるかお店の人に確認しましょう。
宴会時での食べきり外
　宴会時などは、開始後や終了前は席に座って料理をゆっくり楽しみましょう。

公益財団法人千葉県市町村振興協会

　「食品ロス」とは、本来食べられるにもかかわらず捨てられている食品をい
います。農林水産省の調査によると、日本では年間約1,700万トンの食品廃
棄物が出されています。このうち、一般家庭からは年間約300万トンと推計
されています（平成25年度農林水産省推計）。大切な資源の有効活用や環境
負荷への配慮のためにも「捨てられている食品」を減らすことは必要です。
もったいないという意識と、ちょっとした心がけで「食品ロス」を減らして
いきましょう。


